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背景
目的

横断研究において，下腿周囲長と骨格筋量と

の間には正の相関関係があることが確認され

ており，下腿周囲長は骨格筋量の簡易指標として現

場で用いられている。しかしながらこれまでに，下

腿周囲長の変化と骨格筋量の変化の縦断的な関係性

を検証した研究は見あたらず，下腿周囲長の経時変

化を観察することで，骨格筋量の変化を推定できる

か否かは不明である。そこで本研究では，下腿周囲

長の変化と四肢筋量との関係性を縦断的に検討する

ことを目的とした。

方法
2015年 3 月から2024年 9 月の間において，

WASEDA’S Health Studyの測定会に 2 回

参加した40～87歳の日本人成人227人（男性149人，

女性78人）を対象とした。メジャーを用いて立位時

の下腿の最大周囲長を計測し，左右の平均値を算出

した。四肢筋量の評価には，二重エネルギーX線吸収

測定法（DXA法）を用いた。

結果
追跡期間は平均 8 年であった。下腿周囲長の

変化と四肢筋量の変化との間には正の相関関

係が確認された（男性：r = 0.71，女性：r = 0.71）。

下腿周囲長 1 cmの減少は，四肢筋量の男性1.4 kg減

少，女性0.9 kg減少に相当した。これらの関係性は

年齢や肥満別にみてもおおむね同様の関係であった

（中年者：r = 0.70，高齢者：r = 0.67，非肥満者：r 

= 0.69，肥満者：r = 0.72）。また，下腿周囲長の変

化は，腕の筋量（男性：r = 0.51，女性：r = 0.38）

よりも脚の筋量（男性：r = 0.71，女性：r = 0.75）

の変化とより強く関係することが示された。

結果
下腿周囲長の変化は，年齢や肥満にかかわら

ず，四肢筋量の変化との間に正の相関関係が

認められた。下腿周囲長の変化によって骨格筋量の

変化を推定できることが示唆された。

執筆者によるコメント

本研究は世界で初めてふくらはぎ周囲長の変化と
筋肉量の変化の関係性を検討した縦断研究です。
本研究の結果から，年齢や肥満状況にかかわらず，
ふくらはぎ周囲長の変化と四肢筋量の変化との間
には正の相関関係があることが示されました。す
なわち，ふくらはぎが細くなってきたら筋量の減
少のサインということです。これにより，早期に
筋量の衰えに気付くことが可能となります。

図　下腿周囲長の変化と四肢筋量の変化の相関関係
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